
「携帯電話の利用について」に関するキッズ・モニターアンケートの実施報告

について 
 
 「携帯電話の利用について」に関するキッズ・モニターアンケートの実施結

果は下記のとおりです。 
 アンケートにご協力いただいたキッズ・モニターの皆様に厚くお礼を申し上

げます。 
 なお、アンケートの内容及び回答集計については、e－モニターのホームペー

ジをご覧ください。 
 
アンケート概要 
 
アンケート実施期間 
平成２２年１２月９日から平成２２年１２月２７日まで 
 
意見募集の結果 
対象者数  １４９名 
回答者数   ７４名 
回答率    ４９％ 
 
アンケート結果について 
 
Q１について 
 Q1 でインターネット等についての学習は、５９名８０％が「学習している」

と答えた。しかし、１５名２０％が、「学習していない」と答えている。 
 
Q２について 
 携帯電話の所持は、３７名５０％が「所持している」、同数の３７名５０％が

「所持していない」と回答している。 
 
Q３について 
 「携帯電話所持の理由」は、２６名７０％が、「連絡用、防犯用として家族に

すすめられたから」と回答している。「友だちが持っているから」「興味があり

おもしろそうだから」と回答したのは、全体の１８％である。その他の回答と

して、１名が「持っていないと遊ぶときに連絡がとれないので、仲間はずれに

されるから」と回答している。 
 



Q４について 
 携帯電話をよく使う機能は、「メールを送ったり受けたり」「電話をかけたり

受けたりする」「写真や動画を撮影する」と７６名８０％が回答している。 
 
Q５について 
 メールの使用回数は、２５名６７％が「１０件未満」と回答しているが、２

名が「１００件以上」と回答している。 
 
Q６について 
 携帯電話の使用時間は、１８名４８％が「１０分未満」と回答している。２

名が「２時間以上３時間未満」「３時間以上」と回答している。 
 
Q７について 
 携帯電話のサイトへの書き込みは、３０名８０％が「書き込みはしていない」

と回答している。 
 
Q８について 
 携帯電話やインターネットの被害に「あったことがない」と２０名４１％が

回答しているが、「チェーンメールが送られてきた」「知らない人からメールが

送られてきた」「覚えのない金額を請求された」「自分のメールアドレスや電話

番号を知らない人に教えられた」と半数以上が回答している。 
 
Q９ Q１０について 
 ２８名７５％が「携帯電話における家庭でのルール」があり、２４名６４％

が「携帯電話のフィルタリングサービス」を設定していると回答している。 
３０％のモニターが「ルール」もなければ「フィルタリング」を設定していな

いことになる。 
 
 
まとめ 
 今回は、携帯電話の利用についてアンケートを実施しました。 
携帯電話の学習は普及しているが、家庭でのルールづくりやフィルタリング

サービスの設定など家庭で担うべきことができていない現状がある。少数であ

るが、携帯電話の所持の理由や携帯電話やインターネットの被害については、

「覚えのない金額を請求された」など、今後、注視していく回答があった。 


